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１．

２．

３．

４．

５．

松 下 陽 一

  【 3. 環 境 経 営 方 針 】

二酸化炭素排出量、総排水量及び廃棄物排出量の削減を図ると共に、

定期的な見直しと改善に努めます。

環境関連法令を遵守し環境管理の向上に努めます。

代表取締役　

プラスチック及び金属の再資源化の拡大に努めます。

全従業員で環境保全の意識の向上を図ります。

この環境方針は社外にも公表します。

制定日：2008年4月17日

                改定日：2021年4月 1日

有 限 会 社 マ ツ シ タ

 1 環境理念 

有限会社マツシタはプラスチックを再生原料化する資源循環型事業に伴い、

未来への世代の責任として地球環境・化石資源の保護に努め積極的に環境に

配慮した事業活動を行ないながら社会から信頼される企業を目指す。

 2 環境方針 

環境に関係する事業に携っている事を認識し理解をしながら、課題とチャンス

を踏まえ継続的な改善に努めます。
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■事 業 所 名

代 表 者 名

■法 人 設 立 年 月

■資 本 金 300万円

■所 在 地

本  　 　　社

Ｔ Ｅ Ｌ 　0436-63-5420

Ｆ Ａ Ｘ 　0436-63-5421

市原ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

Ｔ Ｅ Ｌ 　0436-76-8620

Ｆ Ａ Ｘ 　0436-76-8621

■認 証 ・ 登 録 範 囲

●　認証・登録事業者 有限会社 マ ツ シ タ

千葉県市原市能満1956-4

●　事業活動

●　対象事業所 市原リサイクルセンター

■事 業 内 容

  【 4. 会　社　概　要 】 

●廃プラスティック・金属の加工（手解体・分別・粉砕）及び出荷

●廃プラスティック・金属の回収及び買取

有限会社 マ ツ シ タ

代表取締役 松 下 陽 一

2001年9月

〒290-0011　千葉県市原市能満1956-4

※本社は登記上の為、対象外。

〒290-0035 千葉県市原市松ケ島1丁目8番地32

廃プラスチック・金属の回収・買取・加工・出荷
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最 高 責 任 者

環 境 管 理 責 任 者

TEL

FAX

MAIL

■事 業 の 規 模

活動規模 単位 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

製品出荷量 トン 1,346 1,879 2,010 2,321

従業員 人 9 9 9 9

床面積 ㎡ 3,795 3,795 3,795 3,795

■設備及び所有車輌

粉砕機 2台 11kW/30kW

圧縮梱包機 1台 4kW

ベルトコンベアー 1台 1.5kW(5ｍ）

フォークリフト 4台 1.5t(3台)/2.5t(1台)

トラック 2台 13ｔ大型ウィング

営業車 1台 ハイブリッド車

【5.環境保全関係の責任者及び連絡先】

: ma-recycle@sky.plala.or.jp

松　下　陽　一

松　下　薫

: 0436-76-8620＊連　絡　先　　

: 0436-76-8621
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　《事務所及び休憩室》 《市原リサイクルセンター全景》

　《自社トラック》 　《節電推進表示》

　《解体前保管場所》 《手解体品納品場所》

　《手解体作業1》 　《手解体作業2》

《粉砕作業1》 《粉砕作業2》

【 6.環境活動・作業風景 】
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③定期的に進歩状況を確認、見直しを行う

①手解体によるリサイクル可能な部品を検討リサイクル担当

収集・配送担当 ①無駄なく積込し、エコドライブに努める

全 従 業 員
①ＥＡ２１に対する理解・協力し与えられた責務を遂行する

②節電、節水、廃棄物削減など環境負荷低減の為の取組に努める

環境管理責任者

①最高責任者に代わってＥＡ２１の要求事項である環境経営システムを

　構築、実行、環境面の実績の向上に努める

②ＥＡ２１の環境経営システム実行の推進に努める

事務担当　

①環境管理責任者の代わって文書の作成、保存等の管理を行う

②最高責任者による見直しの際、構築、運用等の状況及び結果を報告する

最 高 責 任 者

①環境管理責任者の任命

➁環境経営方針の制定

③環境経営システムの実施および管理に必要な資源の準備

④推進体制の構築

⑤環境経営目標および環境経営計画の策定

⑥環境経営システムの定期的見直し・改善の実施

⑦課題とチャンスの明確化

職　　　名 役　割　と　権　限

兼好 辻 武内

(他 １ 名) (他 ２ 名) (他 １ 名)

【適用範囲】

　１.対象事業所 　　有限会社マツシタ　　市原リサイクルセンター

　２.対象活動範囲 　　廃プラスチック・金属の回収・買取・加工・出荷

事務担当 リサイクル担当 収集・配送担当

【7. 環 境 経 営 シ ス テ ム 組 織 図 】

【最 高 責 任 者】

代表取締役　松下 陽一

【環境管理責任者】

松下 薫
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　　　　　　　 【8. 作 業 工 程 フ ロ ー 図 】        
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2019年度～2021年度は2018年度の実績から策定した次の3ヵ年中期環境経営目標と環境経営計画に基づき

活動しました。

　(1) 2019年度～2021年度　3ヵ年中期環境経営目標

2019年度 2020年度 2021年度

t/年 1,346 1,386 1,428 1,471

電力使用量 100V kWh／年 7,701 7,624 7,548 7,473

kWh／年 28,605 29,439 30,316 31,210

kＷh/t(出荷量) 21.25 21.24 21.23 21.21

全社合計 kWh／年 36,306 37,063 37,864 38,683

ℓ／年 637 643 650 656

燃費 km /ℓ 18.37 18.38 18.39 18.40

軽油使用量 トラック ℓ／年 33,919 50,879 52,407 53,971

(原単位) ℓ /t(出荷量) 26.83 36.71 36.70 36.69

(燃  費) km/ℓ 4.08 4.09 4.10 4.11

フォーク ℓ／年 2,193 2,259 2,328 2,398

(原単位) ℓ /t(出荷量) 1.63 1.63 1.63 1.63

kg/年 1.2 1.2 1.2 1.2

kg-CO2/年 114,410 158,076 162,656 167,333

ℓ 410 410 410 410.0

一般廃棄物 kg/年 380 376 372 369

産業廃棄物 t/年 10 10 10 10.0

　場内外での環境法令遵守 0 0 0 0

  注)  電力のCO2排出係数は0.462kg-CO2／kＷh(東電エナジーパートナー、H29年度調整済)を用いています。

　　　　こちらのCO2排出係数は2021年度まで使用します

【設定の基本的な考え方】

1．製品出荷量は2018年度実績から毎年3%増を図る。

2．電力使用量の100Vは2018年度実績から毎年1%削減する。

　　200Vは2018年度原単位実績を毎年0.01削減する。

3．営業車のｶﾞｿﾘﾝ使用量は2018年度実績から毎年1%増加とし、燃費は毎年0.01改善する。

4．ﾄﾗｯｸの軽油使用量は2019年度に1台増車予定なので2018実績の1.5倍とする。

　 原単位は2020年度から毎年0.01削減する。燃費は毎年0.01改善する。

   又、ﾌｫｰｸの使用量は原単位を2018年度実績を維持する。

5. 水(地下水)の使用量は2018年度実績を維持する。

6. 自社廃棄物量は2018年度実績から毎年1%削減する。

7. グリーン購入はEA21の2017年度ガイドラインから必須項目から除外されたのでテーマから削除する。

8. 製品・サービスへの環境配慮は場内及び場外での環境関連法規への違反・クレーム・苦情のゼロを

　 継続する。

※次期は「12,次年度計画」の通り2022年～2024年の3ヵ年中期環境経営目標で取り組みます。

温室効果ガス排出量(＊）

【9.  環 境 経 営 目 標 と 環 境 経 営 計 画 】

項目 単　　位
2018年度
実績値

3ヵ年中期計画

製品出荷量

温
室
効
果
ガ
ス

200V

ガソリン使用量

LPGガス

水使用量(地下水)

自社廃棄物量

製品・サービスへの環境配慮 違反・クレーム
件数
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(2)2019年度～2021年度の主要な環境経営計画実施項目は次のとおりです。

№ 担当部署 環境活動計画の概要

製品を分別してから粉砕する

不要な電気は切る

エアコン設定を遵守する

照明をLEDに切り替える

印刷物は必要最低限に抑える

営業車、フォーク、トラックのエコドライブ

ﾌｫｰｸのｽﾋﾟｰﾄﾞ調整/空吹かし禁止

　　　〃　　　使用量の測定

トラックの急発進/急ブレーキ禁止

公共交通機関利用による営業車稼働制限

節水ノズルを設置する

こまめに水を止める

廃棄物排出量の削減 マイカップを継続使用する

消耗品は出来る限り使用する

裏紙使用の徹底

両面使用済の用紙は再生ゴミ

大袋商品を優先的に購入する

製品・サービスへの環境配慮 フロンガス回収作業時の漏れ防止

回収製品の輸送事故防止

再生材料の異種混合防止

環境法令遵守

緊急時対応訓練 2020年度 火災対応訓練

2021年度 地震対応訓練

2022年度 重機事故対応訓練

環境目標とSDGs

1

製品出荷量

全社
リサイクル可能なプラスチック・鉄・非鉄金
属の分別に努める

6
環境管理
責任者

7 全社

2

電気使用量の削減

全社

5 事務担当者

3

化石燃料使用量削減

フォーク運転
者　 トラック運
転者　    営業

担当者

4

総排水量の削減

全社
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2021年度は2020年度の製品出荷実績が当初目標から大幅達成となったことから<2019年度～2021年度3ヵ年中期
環境経営目標の一部を見直して取り組みました。

　(1) 2021年度環境経営目標と実績

2020年度
実績 当初目標 改定目標 実績

t/年 2,010 1,471 2,030 2,321 ◎
電力使用量 100V kWh／年 9,068 7,473 9,159 9,213 ✕

kWh／年 26,637 31,210 26,633 23,345 ◎
kＷh/t(出荷量) 13.25 21.22 13.12 10.06 ◎

全社合計 kWh／年 35,705 38,683 35,792 32,558 ◎
ℓ／年 481 656 481 560 ✕

燃費 km /ℓ 21.71 18.40 21.93 20.62 ✕
軽油使用量 トラック ℓ／年 27,703 53,971 27,689 28,122 ✕

(原単位) ℓ /t(出荷量) 13.78 36.69 13.64 12.12 ◎
(燃  費) km/ℓ 4.02 4.11 4.06 3.91 ✕

フォーク ℓ／年 2,440 2,398 2,436 2,320 ◎
(原単位) ℓ /t(出荷量) 1.21 1.63 1.20 1.00 ◎

㎥/年 1.1 1.6 1.1 3.4 ✕
kg-CO2/年 95,383 167,333 95,377 96,109 ✕

ℓ 568.5 410.0 568.5 369.0 ◎
一般廃棄物 kg/年 43 396 43 0 ◎
産業廃棄物 t/年 4.3 10.0 4.3 4.7 ✕

件 0 0 0 0 ○
  注)  電力のCO2排出係数は0.462kg-CO2／kＷh(東電エナジーパートナー、H29年度調整済)を用いています。

　　評価は、◎は110%以上達成、○は100～110%達成、✕は100%以下の達成

【2021年度活動の状況】

1．製品出荷量は114%の大幅達成であった。

2．電力使用量の100Vは99%の達成であった。

　 200Vは130%の達成。破砕機等の効率的稼働で電気原単位を改善したことが成果に繋がった。

3．営業車のｶﾞｿﾘﾝ使用量は目標比86%で未達成あった。営業車の稼働が増加した。

4．ﾄﾗｯｸの軽油使用量は目標比98%で未達成であった。収集量の増加が影響した。

　 軽油原単位は113%の達成、燃費は96%の達成であった。日頃のエコドライブが成果に繋がった。

   一方、ﾌｫｰｸの軽油使用量は105%、原単位は120%とともに達成した。

　 製品出荷量の増加でフォークの稼働も増加した。効率的稼働で目標を達成できた。

5. CO2排出量は99%と未達成であった。製品出荷量の増加に伴い、電気、ガソリン、軽油の使用増加が影響した。

6. 水(地下水)の使用量は154%の達成であった。日頃から節水に注力した。

6. 自社廃棄物量の削減では一般廃棄物は大幅削減となりました。ゴミ発生の削減に社員全員

　 で取り組みました。又、産廃は対応製品の変化により廃棄物が増減するため未達成となった。

7. 社内外での環境法令に関する違反やクレーム・苦情ゼロ件に取り組みました。

　 環境法令遵守評価記録の実施で法令違反はありませんでした。又、外部からの苦情等も

　 ありませんでした。

評価

 【10. 2021年度の環境経営目標と環境経営計画の実施結果】

項目 単　　位
2021年度目標と実績

達成率

120

製品出荷量 114
99

温
室
効
果
ガ
ス

200V
114
130
110

ガソリン使用量 86
94
98

113
96

105

LPGガス 32
温室効果ガス排出量(＊） 99

水使用量(地下水) 154

自社廃棄物量
430
91

製品・サービスへの環境配慮
クレーム・苦情件数
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(2)2021年度の主要な環境経営計画実施結果は次のとおりです。

№ 担当部署 環境活動計画の概要
製品を分別してから粉砕する
不要な電気は切る
エアコン設定を遵守する
照明をLEDに切り替える
印刷物は必要最低限に抑える
営業車、フォーク、トラックのエコドライブ
ﾌｫｰｸのｽﾋﾟｰﾄﾞ調整/空吹かし禁止
　　　〃　　　使用量の測定
トラックの急発進/急ブレーキ禁止

節水ノズルを設置する
こまめに水を止める

廃棄物排出量の削減 マイカップを継続使用する
消耗品は出来る限り使用する
裏紙使用の徹底
両面使用済の用紙は再生ゴミ
大袋商品を優先的に購入する

製品・サービスへの環境配慮 フロンガス回収作業時の漏れ防止
回収製品の輸送事故防止
再生材料の異種混合防止
環境法令遵守

緊急時対応訓練 2020年度 地震対応訓練
2021年度 台風対応訓練

2022年度

全社

電気使用量の削減

化石燃料使用量削減

総排水量の削減

1

2

5

5
5

評価
5
5
5

4

5
5

4
4

5
4
5
5

5

4
5

3

事務担当者

フォーク運転
者　 トラック運
転者　    営業

担当者

重機事故対応訓練

公共交通機関利用による営業車稼働制限

評価は、5は大変良く実施した、4は良く実施した、3は実施した、2は改善の余地があった、1は実施しなかった。

4

環境目標とSDGs

5
環境管理
責任者

6 全社

5

全社

5
5
―

4

5
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2019年度 2020年度 2021年度

t/年 1,879 2,010 2,321
電力使用量 100V kＷh／年 8,777 9,068 9,213

kWh／年 34,115 26,637 23,345
kＷh/t(出荷量) 18.16 13.25 10.06

全社合計 kＷh／年 42,892 35,705 32,558
ℓ／年 545 481 560

燃費 km /ℓ 21.90 21.71 20.62
軽油使用量 トラック ℓ／年 37,980 27,703 28,122

(原単位) ℓ /t(出荷量) 20.21 13.78 12.12
(燃  費) km/ℓ 3.98 4.02 3.91

フォーク ℓ／年 2,741 2,440 2,320
(原単位) ℓ /t(出荷量) 1.46 1.21 1.00

kg-CO2/年 127,955 95,383 96,109
ℓ 417 568.5 369.0

一般廃棄物 kg/年 65 43 0
産業廃棄物 t/年 10 4.3 4.7

　場内外での環境法令遵守 違反・クレーム件数 0 0 0
  注)  電力のCO2排出係数は0.462kg-CO2／kＷh(東電エナジーパートナー、H29年度調整済)を用いています。

　　　【原単位削減効果】
2018-2020中期計画の基準となった2018年度実績対比で効果金額を算出しました。

➀ 200V電気使用量
(21.25-10.1)×32.47円/kWh×2,321トン=840,296円

➁ トラック軽油使用量
(26.25-12.1)×108.67円/ℓ×2,321トン=3,568,956円

➀＋➁合計で約441万円の効果金額が得られました。

水使用量(地下水)

自社廃棄物量

製品・サービスへの環境配慮

項目 単　　位

【 11. 製品出荷量と主要な環境負荷の推移
及び活動の成果】

製品出荷量と環境負荷

製品出荷量

温室効果ガス排出量(＊）

温
室
効
果
ガ
ス

200V

ガソリン使用量

1,879 
2,010 

2321

0
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1,000

1,500

2,000

2,500

2019年度 2020年度 2021年度

ト
ン

軸ラベル

製品出荷量

0

10,000

20,000

30,000

40,000
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kW
h

電気使用量

100V使用量 200V使用量

0

10,000

20,000

30,000

40,000
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ℓ

軽油使用量

ﾄﾗｯｸ軽油 ﾌｫｰｸ軽油

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

2019年度 2020年度 2021年度

kW
h

/ト
ン

200V原単位

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

2019年度 2020年度 2021年度

ℓ
/t

ﾄﾗｯｸの軽油原単位
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2022年度の目標値は下記のとおりです。

➀環境経営目標

t/年 2,321 2,553 2,808 3,089
100V kＷh／年 9,213 9,213 9,213 9,213

kWh／年 23,345 25,658 28,192 30,983
kＷh/t(出荷量) 10.06 10.05 10.04 10.03

全社合計 kＷh／年 32,558 34,871 37,405 40,196
ℓ／年 560 560 560 560

燃費 km /ℓ 20.62 20.62 20.62 20.62
トラック ℓ／年 28,122 30,917 33,977 37,346

(原単位) ℓ /t(出荷量) 12.12 12.11 12.10 12.09
(燃  費) km/ℓ 3.91 3.91 3.91 3.91

フォーク ℓ／年 2,320 2,527 2,752 2,996
(原単位) ℓ /t(出荷量) 1.00 0.99 0.98 0.97

㎥/年 3.4 3.4 3.4 3.4
kg-CO2/年 96,109 103,542 113,174 123,773

ℓ 369 369 369 369
一般廃棄物 kg/年 0 0 0 0
産業廃棄物 t/年 4.7 5 5 5

件 0 0 0 0
  注)電力の二酸化炭素排出量算出は、排出係数0.457kg-CO2／kＷh(東電、R4年度調整済)を用いています。

　　 こちらのCO2排出係数は2024年度まで使用します

【2022年度改定目標の基本的な考え方】
1．製品出荷量は2021年度実績から毎年10%増を図る。
2．電力使用量の100Vは2021年度実績を維持する。
　　200Vは2020年度原単位実績を毎年0.01削減する。
3．営業車のｶﾞｿﾘﾝ使用量は2021年度実績を維持する。
4．ﾄﾗｯｸの軽油使用量は2021年度原単位実績を毎年0.01削減する。燃費は2021年度実績を維持する。
   又、ﾌｫｰｸの軽油使用量は2021年度原単位実績を毎年0.01削減する。
5. 水(地下水)の使用量は2021年度実績を維持する。
6. 自社廃棄物量は一般廃・産廃とも2021年度実績を維持する。
7. 環境法令の遵守に努め、場内外でのクレーム・苦情ゼロ件を維持する。

【2022年度の環境経営計画】
　 10.の中期環境経営計画に基づき活動します。
　　緊急時対応訓練は重機事故対応訓練を予定します。

製品出荷量

温
室
効
果
ガ
ス

200V

ガソリン使用量

LPGガス

軽油使用量

電力使用量

クレーム・苦情件数

温室効果ガス排出量(＊）
水使用量(地下水)

製品・サービスへの環境配慮

自社廃棄物量

【12. 次 年 度 (2022年度) の 取 組 み】

2021年度
実績値

2022年度
目標

2023年度
目標

項目 単　　位
2024年度

目標

2022年度は2021年度の実績から下記の2022年度～2024年度3ヵ年中期環境経営目標を策定し取り組みます。
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当社では社会貢献活動として身障者の就労支援稼働を実施しています。

作業の安全確保には最大限の配慮をしています。

活動の事例は当社ホームページの最新情報にて紹介しています。

2020年2月に千葉県「笑顔いっぱい！フレンドリーオフィス」の認定を頂きました。

更に2022年2月に「ちばSDGsパートナー登録制度」に登録頂きました。

SDGsに定められた　⑤ジェンダー、⑦エネルギー、⑪都市、⑫消費・生産、⑬気候変動、
の各テーマをメインに取り組んでいます。

⑤ ジェンダー 身障者・高齢者の就労支援と労働環境改善について情報を共有します。

⑦ エネルギー CO2排出量の削減、エコアクション21活動を通して電気、軽油、ガソリンの
使用量削減に努めます。

⑪ 安全な都市 使用済みウォーターサーバーの再資源化に努めます。

⑫ 使用済みウォーターサーバーの再資源化に努めます。

⑬ 気候変動 CO2排出量の削減、エコアクション21活動を通して電気、軽油、ガソリンの
使用量削減に努めます。

【 13. 社 会 貢 献 活 動 】

持続可能な生産・消費

⑤ジェンダー ⑦エネルギー ⑪都市 ⑫消費・生産 ⑬気候変動
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■

【14.環境関連法規への違反、訴訟等の有無】

違反・訴訟等

当社に関係する環境関連法令等は以下のとおりです。

①消防法

②浄化槽法

③廃棄物処理法

④フロン排出抑制法

⑤自動車NOx・PM法

⑥労働安全衛生法

⑦特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律等

2022年9月26日に『環境法規制の取りまとめ表兼遵守事項評価記録』により評

価を行った結果、全て遵守しており、違反はありませんでした。なお、関係当局

より違反、訴訟等の指摘は過去３年間ありませんでした。又、地域住民の皆さん

からの苦情等もありませんでした。
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日　時 松下陽一

場　所 兼好由紀子

出席者

社長からの指示

無

次年度は2021年
度の実績を踏ま
え、製品出荷量
増加に合わせた
目標を計画、実
行する

無

無

生産性を上げつ
つ、環境に配慮
した目標へ見直
しする

項目 変更有無

環境経営方針 無

次年度の環境経営
目標

有

次年度の環境経営
計画

有

環境経営システム

(組織体制含む)
無

【15. 代表者による全体の評価と見直し指示 】

現状を継続する。

社長か
ら

のコメ
ント

松下陽一

2022年10月3日

レ
ビュー
結果

市場の変化が激しい中、経営の維持をしつつ環境活動に取り組んでいますので、思
うような結果が得られないこともあると思いますが、今後も安全第一で改善に努め
て下さい。

指摘事項は推奨
事項であるが、
次年度から実施
可能な内容から
取り組むこと

必要な処置

変更なし。

2021年度実績から2022年度～2024年度の中期環境経営目標を策定し取り組
みます。

中期環境経営目標に基づき活動します。

2021年度(2021年9月1日～2022年8月31日)は是正・予防
処置に該当する案件は、100V電気使用量とトラックの燃
費です。
どちらも製品出荷量が増加した事による作業時間の増加
が原因と考えられる。
来年度の目標値は今年度実績を基に見直しを実施する。

2022年7月7日に実施されたEA21中間審査で以下の指摘が
あった。A-1環境目標・環境経営計画をSDGｓアイコンと
つなげて考える。A-2実施体制図の見直し。A-3代表者に
よる全体の評価と見直し・指示に次年度の環境経営目標
と環境経営計画について記載する。

改善に向けた提案等

　　2022年　10月3日　　13:00～13:30 承認

（有）マツシタ　事務室 作成

松下社長、環境管理責任者 松下薫、兼好由紀子

議事
内容

項目 環境管理責任者からの報告内容

法規制事項の順守評価結果
2022年9月23日に[環境関連法規制等一覧/遵守状況
チェック]で問題無い事を確認しました。

 2021年度は大幅生産増となりました。
それに伴い電気・ガソリン・トラックの軽油等、目標が
達成できない項目がありました。（P.10参照）
節電・エコドライブに努めましたが、運搬・解体作業の
増加等により目標未達成の項目が出てしまったと思われ
ます。

是正・予防処置

外部からの苦情・要望
2021年度(2021年9月1日～2022年8月31日)は外部からの
苦情や行政からの指導等はありませんでした。
[外部コミュニケーション記録]参照

緊急事態の想定及び訓練
2021年6月3日に台風対策を想定した対応訓練を実施しま
した。[緊急事態対応記録]

環境目的及び目標
の達成状況
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